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　６月号の広報たまむらでは「地域とともにある学校づくり～小学
校編～」をお伝えしました。中学校でも生徒たちの学習や学校生活
が充実するように、地域や関係機関等の力を借りたり、中学生が地
域に出て行って行事に参加したりしています。玉中と南中の特色あ
る取り組みについて簡単に紹介します。

【放課後の学習支援の充実】
　　放課後学習支援教室（SL教室）を開設し、生徒の自学・自習を
進められる機会と環境を整えています。担当教諭と県立女子大学
の学生ボランティアが中心になって、補充学習や発展学習、宿題
の支援を行います。

【地域と連携した生涯学習講座への協力】
　　科学部、家庭科部、吹奏楽部、卓球部に所属する生徒たちが、
町内の成人や小学生向けの生涯学習講座の講師やサブ講師として
協力します。

【地域の積極的な教育力の活用】
　　職業人や専門家をお招きし、生徒向けにいろいろな仕事や職業
について講話をしていただき、職場体験や進路選択に生かします。

【長期休業等における学習支援の充実】
　　県立女子大学との連携により、長期休業中等に補充学習や宿題
の支援を行い、生徒たちが長期休業後のスタートをスムーズに切
れるように学習支援をします。

【生徒が地域に出向いて行う活動】
　　吹奏楽部が運動会、ふるさとまつりや音楽フェスティバルで町
民に向けて演奏しています。文化部が総合芸術展や子供芸術展で
作品展示への協力や特別体験コーナーを実施しています。陸上部
が町民体育祭にリレーで参加しています。中学生と町民との関わ
りを大切にしています。

　地域の皆さんにおかれましては、各小中学校の教育活動へご理解いただくとともに、登下校の見守りや学習支
援等、ご協力のほど、よろしくお願いします。各学校の取り組みについてはそれぞれの学校のホームページで紹介
していますので、ぜひご覧ください。

地域とともにある学校づくり ～小学校編～地域とともにある学校づくり ～中学校編～

玉村中学校

玉中・南中の両中学校において

南中学校

※学習支援等の取り組みに協力いただける人は、各学校または、役場学校教育課（☎６４－７７１３）に連絡してください。
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子供の心の問題やことばや聞こえ、
情緒面での心配など、お子さんの教
育等の悩みなど、一人で悩まずにお
気軽にご相談ください。

月～金曜日　９:００～１６:００
☎６５－００８１
　６５－００９１

来所相談も実施しています。
住所　下新田１８７番地

玉村町教育相談室

ことばの誤り・ことばの繰り返し・
ことばの発達が遅い・落ち着きがな
い・人とうまく関われない・学習に
偏りがあるなどの相談や指導をする
教室です。

月～金曜日　８:３０～１７:００
☎２０－４５００

玉村町通級教室

学校に行きたくても行けずに困って
いる小中学生の不安や悩みを受け止
め、心が触れ合う喜びを体験する場
です。

月～金曜日　９:００～１５:００
☎６５－００９１

玉村町ふれあい教室

玉村小学校

「新たな三学期制」のスタートにあたって

役場西側

　玉村小は、児童数４１８名、職員数42名で町内でも大きな規模の学校で
す。学校スローガン「学校・家庭・地域が総力をあげて『夢叶える玉小』
を創造しよう」のもと、児童は素直で元気が良く、日々の学習や運動にし
っかりと取り組んでいて、先生方は児童の力を引き出し伸ばすために、
日々熱心に指導を行っています。また、保護者や地域の方も、学校の教育
活動に対して多大な支援をしてくれています。今年度から「新たな三学期
制」がスタートしましたが、それに伴って、本校では主に次のような点を
変更しました。
　①「学校教育目標」を見直し、児童の学びの姿で「知徳体」と「主体
性」を示すよう文言を明確化しました。②１～３学期それぞれについて、
児童の各教科等における学習の成果や生活の様子を評価し、各学期末に
「通知票（さいかち）」にてお知らせします。③通知票にて各学期の児童
の学習や生活の様子をお知らせするので、12月に期間を設けて実施してい
た「教育相談（二者面談）」は行わず、随時受付をして対応することとし
ました。④教科担任制の拡大に伴い教室移動の授業が多くなっているため、
「校時表」を見直し、１・２校時、３・４校時、５・６校時の間を、５分
から10分に変更して、余裕を持って授業ができるようにしました。
　この他にも、教育活動の全般を見直し、精選や効率化を図るなど、教職
員の「働き方改革」も視野に入れ、よりよい学校づくりを行っていく所存です。

管理棟 バラ、体育館 サイカチの木、低学年棟


